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　 8 ）生涯学習センター
1 ）登録者数：平成28年 3 月現在200名、内港区医師会31名、中央区医師会 6名である。
2）	利用者数：平成27年度は134名である。
3）	テレフォンサービス利用件数：平成27年度は57件である。
4）	月例セミナーが下記のとおり開催された。

①　第223回・平成27年 4 月11日
　　実地医家のための慢性腎臓病マネジメント	 横尾　隆（腎臓・高血圧内科）
②　第224回・平成27年 5 月 9 日
　　難聴について―手術で治る難聴、治らない難聴―
	 小島博己（耳鼻咽喉科）
③　第225回・平成27年 6 月13日
　　高血圧治療―高血圧ガイドラインを中心に―	 本郷賢一（循環器内科）
④　第226回・平成27年 7 月11日
　　最近の“依存”をめぐる話題と対応
　　～アルコール，脱法（危険）ドラッグからギャンブル，インターネット依存まで～
　　　　　　　　　　　　　	 宮田久嗣（精神神経科）
⑤　第227回・平成27年 9 月12日
　　正しくスポーツと向き合う為に―子供からロコモまで―　
　　	 舟﨑裕記（スポーツ・ウェルネスクリニック）
⑥　第228回・平成27年11月14日
　　加齢黄斑変性治療の最前線	 林　孝彰（眼科）
⑦　第229回・平成28年 2 月13日
　　災害医療とプライマリケア～いかに備え、いかに行動するか～
	 土肥謙二（救急部）
⑧　第230回・平成28年 3 月12日
　　HIV感染症の現状	 堀野哲也（感染制御部）

5）	第36回夏季セミナー
「実地医家のための認知症入門―早期発見、診断から包括的治療まで―」が平成27年 8 月 1 日（土）

午後 4時より相澤良夫（消化器・肝臓内科）の司会で行われ、参加者は133名であった。

　　 1．認知症の症状と早期発見　	 忽滑谷和孝（精神神経科）
　　 2．認知症のMRIによる画像診断　	 松島　理士（画像診断部）
　　 3．認知症の治療―病態別の対応―　	 品川俊一郎（精神神経科）
　　 4．いま求められている認知症ケア　	 朝倉真奈美（看護部）




